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令和５年度春季特別展

信長と家康
裏切る者・裏切らざる者

浅
井
長
政

明
智
光
秀

松
永
久
秀

荒
木
村
重

姉川合戦図屏風（福井県立歴史博物館蔵）



家
康
で
し
た
。
天
下
静
謐
の
た
め
、
都
の
安
寧
に
腐
心
す

る
信
長
に
と
っ
て
、
東
国
へ
の
防
壁
と
な
っ
て
く
れ
る
家

康
の
存
在
は
、
頼
も
し
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
、
織
田
家

と
の
関
係
は
信
長
の
死
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

人
々
は
な
ぜ
信
長
を
裏
切
る
の
か
。
信
長
と
家
康
と
の

関
係
は
常
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
。
展
覧
会
で
は
、
信

長
を
取
り
巻
く
人
間
模
様
を
、「
裏
切
り
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
紐
解
き
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】

◎
重
要
文
化
財
、△
県
指
定
文
化
財
、□
市
指
定
文
化
財

◎
信
長
記 

自
筆
本
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

△
浅
井
賢
政
書
状
ー
大
原
観
音
寺
文
書
ー（

米
原
市
観
音
寺
蔵
）

　
姉
川
合
戦
図
屏
風
（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

　
浅
井
長
政
夫
妻
画
像
（
当
館
蔵
）

　
松
永
久
秀
画
像
（
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
蔵
）

□
筒
井
順
慶
画
像
（
奈
良
市
伝
香
寺
蔵
）

□
寛
文
九
年
伊
丹
郷
町
絵
図
（
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）

　
左
京
亮
宗
継
入
道
隆
佐
記
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
）

　
長
宗
我
部
元
親
書
状
ー
石
谷
家
文
書
ー
（
林
原
美
術
館
蔵
）

　
松
平
家
康
書
状
ー
和
田
家
文
書
ー（

京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
）

　
長
篠
合
戦
図
屏
風
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

◎
徳
川
家
康
禁
制
ー
長
命
寺
文
書
ー（

近
江
八
幡
市
長
命
寺
蔵
）

※

会
期
中
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
開
幕
日
以
降

　
に
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

記
念
講
演
会

①
５
月
14
日（
日
）「
裏
切
ら
れ
信
長

│
そ
し
て
裏
切
ら
な
い
家
康
│
」

　

講　

師
：
金
子
拓
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）

②
５
月
28
日（
日
）「
松
平
信
康
・
築
山
殿
事
件
の
真
相
」

　

講　

師
：
柴
裕
之
氏
（
東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

時　

間
：
13
時
30
分
〜
15
時

　

会　

場
：
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　

参
加
費
：
各
一
〇
〇
〇
円

　

定　

員
：
各
一
〇
〇
名

　
　

※

①
②
そ
れ
ぞ
れ
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込
制

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
　

応
募
締
切
①
４
月
21
日（
金
）・
②
４
月
28
日（
金
）
必
着

城
郭
探
訪

①
５
月
３
日（
水
・
祝
）
安
土
城
跡　

定
員
二
〇
人

②
５
月
７
日（
日
）
観
音
寺
城
跡
と
桑
實
寺　

定
員
一
〇
人

③
５
月
21
日（
日
）
安
土
城
跡　

定
員
二
〇
人

　

時　

間
：
13
時
〜
16
時

　

参
加
費
： 

各
一
五
〇
〇
円
（
入
館
料
・
入
山
料
を
含
む
）

　
　

※

①
②
③
そ
れ
ぞ
れ
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込
制

（
先
着
順
）

※

講
演
会
・
探
訪
と
も
に
、

　

事
情
に
よ
り
行
事
内
容
や

　

日
時
が
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情

　

報
や
詳
し
い
申
込
方
法
は

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

　

確
認
下
さ
い
。

春
季
特
別
展

信
長
と
家
康

│
裏
切
る
者
・
裏
切
ら
ざ
る
者
│

　

会　

期　

４
月
29
日（
土
）〜
６
月
４
日（
日
）

　

会　

場　

企
画
展
示
室

　

権
謀
術
数
う
ず
ま
く
戦
国
乱
世
。
そ
の
中
で
天
下
統
一

を
推
し
進
め
た
信
長
は
、
多
く
の
人
々
を
裏
切
っ
て
の
し

上
が
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
大
い
な
る
誤
解
で
す
。
実
は
信
長
は
、
信
じ
た
味

方
の
武
将
や
家
臣
に
裏
切
ら
れ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ

と
の
方
が
、
は
る
か
に
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

若
く
し
て
家
督
を
継
い
だ
頃
、
優
秀
な
弟
信
勝
を
支
持

す
る
柴
田
勝
家
ら
が
、
謀
反
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
大
切

な
妹
の
お
市
を
嫁
が
せ
て
同
盟
を
結
ん
だ
は
ず
の
江
北
の

浅
井
長
政
は
、
信
長
よ
り
も
越
前
（
福
井
県
）
の
朝
倉
氏

を
選
ん
で
反
旗
を
翻
し
、
三
年
も
の
戦
い
の
末
に
滅
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
武
田
信
玄
も
上
杉
謙
信
も
毛
利
輝
元
も
大

坂
本
願
寺
も
、
最
初
か
ら
信
長
と
敵
対
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
宣
戦
布
告
は
す
べ
て
、相
手
側
か
ら
だ
っ

た
の
で
す
。
家
臣
の
中
か
ら
も
、「
裏
切
り
」
は
多
発
し

ま
し
た
。
上
洛
前
か
ら
信
長
と
通
じ
て
い
た
大
和
（
奈
良

県
）
の
松
永
久
秀
や
、
台
頭
し
て
摂
津
（
兵
庫
県
ほ
か
）

を
任
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
荒
木
村
重
も
、
そ
の
信
任
を

裏
切
っ
て
敵
に
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に

信
長
の
命
と
天
下
統
一
へ
の
道
を
絶
っ
た
の
も
ま
た
、
重

用
し
た
明
智
光
秀
の
裏
切
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
ど
ん
な
時
も
同
盟
者
と
し
て
信
長
の
味

方
に
な
っ
た
希
有
な
存
在
が
、
三
河
（
愛
知
県
）
の
徳
川

け
ん
ぼ
う
じ
ゅ
っ
す
う

か
と
く

ふ
し
ん

は
ん
き

あ
ん
ね
い

せ
い
ひ
つ

ひ
る
が
え

む
ほ
ん

や
ま
と

せ
っ
つ

み
か
わ

往信

① イベント名

② ご住所

③ お名前

④ お電話番号

あ
な
た
の
ご
住
所

お
　
名
　
前

返信



収
蔵
資
料
紹
介

山
津
照
神
社
古
墳
出
土
　
馬
具

（
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財　

山
津
照
神
社
所
蔵　

当
館
寄
託
）

　

山
津
照
神
社
古
墳
は
、
米
原
市
能
登
瀬
に
所
在
す
る
全

長
約
45
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
九
州
系
の
石

屋
形
を
も
つ
横
穴
式
石
室
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
15
年
に
神
社
参
道
拡
幅
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
、

埋
葬
施
設
か
ら
広
帯
二
山
式
の
金
銅
製
冠
１
点
、
銅
鏡
２

面
（
仿
製
旋
回
式
心

神
獣
鏡
、
五
鈴
付
仿

製
乳
脚
文
鏡
）、
鉄
刀
、

鐵
剣
、
水
晶
製
三
輪

玉
、
馬
具
、
須
恵
器
、

赤
色
顔
料
な
ど
の
副

葬
品
、
墳
丘
な
ど
か

ら
内
行
花
文
鏡
１
面
、

朝
顔
形
埴
輪
、
円
筒

埴
輪
、
石
見
型
埴
輪

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

古
墳
の
築
造
は
６
世

紀
中
頃
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

馬
具
は
、
鉄
地
金

銅
張
の
十
字
文
楕
円

形
鏡
板
付
き
轡
１
点
、

杏
葉
２
点
、
鞍
金
具

１
点
、
鉄
製
の
輪
鐙

史
跡
案
内

史
跡
　
雪
野
山
古
墳

　

近
江
八
幡
市
・
東
近
江
市
・
竜
王
町
が
境
界
を
接
す
る

雪
野
山
の
山
頂
に
雪
野
山
古
墳
は
あ
り
ま
す
。
古
墳
時
代

前
期
に
築
か
れ
た
全
長
約
70
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳

で
、
一
九
八
九
年
に
八
日
市
市
教
育
委
員
会
（
現
東
近
江

市
）
と
大
阪
大
学
が
調
査
し
ま
し
た
。
竪
穴
式
石
槨
の
朱

に
染
ま
っ
た
床
に
、
副
葬
品
が
当
時
の
ま
ま
据
え
置
か
れ

た
写
真
は
、
新
聞
等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
た
い
へ
ん
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

三
角
縁
神
獣
鏡
を
含
む
５
面
の
鏡
な
ど
の
副
葬
品
を
納

め
た
場
所
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
表

面
に
塗
布
し
た
漆
の
被
膜
だ
け
が
残
っ
て
い
た
靫
（
ゆ
ぎ
：

矢
を
入
れ
る
容
器
）
を
取
り
出
し
て
原
形
が
復
元
さ
れ
た

こ
と
も
大
き
な
成
果
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た

知
見
と
発
掘
技
術
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
発
掘
調
査

で
し
た
。

　

出
土
品
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
東
近
江
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
保
管
し
て
お
り
、
当
館
で
も
そ
の
一

部
の
複
製
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

麓
か
ら
約
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
標
高

差
が
あ
る
雪
野
山

古
墳
に
登
る
の
は

骨
が
折
れ
ま
す
が
、

百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
、
ぜ
ひ
ト
ラ

イ
し
て
く
だ
さ
い
。

１
点
、
木
製
の
琵
琶
形
壺
鐙
１
組
、
鉄
地
金
銅
張
の
雲
珠

１
点
、
辻
金
具
２
点
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
馬
具

は
６
世
紀
中
頃
の
標
準
的
な
組
み
合
わ
せ
で
、
国
内
で
生

産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
い
ま
す
。

　

山
津
照
神
社
古
墳
は
、
高
島
市
鴨
稲
荷
山
古
墳
や
野
洲

市
甲
山
古
墳
・
円
山
古
墳
な
ど
と
並
ぶ
６
世
紀
の
近
江
を

代
表
す
る
首
長
墓
で
、
古
墳
の
被
葬
者
は
息
長
氏
な
ど
継

体
大
王
を
支
え
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
古
墳
に
も
馬
具
が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
津
照

神
社
古
墳
出
土
の
馬
具
は
比
較
的
良
好
な
状
態
な
の
で
、

細
部
ま
で
観
察
で
き
ま
す
。

雪野山古墳石室（東近江市埋蔵文化財センター提供）

山津照神社古墳出土馬具（轡）

馬具（杏葉）
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第
30
回  

親
子
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
、
当
館
で
は
親
子
で
絵

に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
三
〇
回 

近
江
風
土

記
の
丘
を
描
こ
う
！
親
子
写
生
大
会
（
会
期
：
令
和

五
年
五
月
三
日
（
水
・
祝
）
〜
五
月
七
日
（
日
））
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
写
生
大
会
に
は
、
新
緑
に
映

え
る
博
物
館
や
旧
宮
地
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
な

ど
を
熱
心
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
子
ど
も
た
ち
や
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
兼
ね
て
家
族
み
ん
な
で
絵
を
描
く
親
子
な

ど
、
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
参

加
費
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
る
上
、「
信
長

賞
」・「
秀
吉
賞
」
な
ど
の
受
賞
者
に
は
、
さ
さ
や
か

な
副
賞
も
お
贈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
応
募
い
た
だ

い
た
全
作
品
は
後
日
、
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
春
の
近
江
風
土
記
の
丘
で
絵
画

に
親
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※

イ
ベ
ン
ト
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

親子写生大会

博

物

館

の

主

な

催

し

４月５月６月
３
日（
月
）　

休
館
日

10
日（
月
）　

休
館
日

17
日（
月
）　

休
館
日

24
日（
月
）　

休
館
日

３
日（
水
・
祝
）〜
７
日（
日
）　

親
子
写
生
大
会

３
日（
水
・
祝
）　

城
郭
探
訪
① 

安
土
城
跡 〈
要
予
約
〉

７
日（
日
）　

城
郭
探
訪
② 
観
音
寺
城
跡
と
桑
實
寺 〈
要
予
約
〉

８
日（
月
）　

休
館
日

14
日（
日
）　

春
季
特
別
展
記
念
講
演
会
① 「
裏
切
ら
れ
信
長 

│
そ
し
て
裏
切
ら
な
い
家
康 

│
」 

　
　
　
　
　

講
師…

金
子
拓
氏  （
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
） 〈
要
予
約
〉

15
日（
月
）　

休
館
日

21
日（
日
）　

城
郭
探
訪
③ 

安
土
城
跡 〈
要
予
約
〉

22
日（
月
）　

休
館
日

28
日（
日
）　

春
季
特
別
展
記
念
講
演
会
② 「
松
平
信
康
・
築
山
殿
事
件
の
真
相
」 

　
　
　
　
　

講
師…

柴
裕
之
氏 （
東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
） 〈
要
予
約
〉

29
日（
月
）　

休
館
日

５
日（
月
）　

休
館
日

12
日（
月
）　

休
館
日

18
日（
日
）　

連
続
講
座
Ⅰ 「
京
極
氏
か
ら
多
賀
氏
、
そ
し
て
浅
井
氏
へ 

│
近
江
北
部
の
戦
国
史 
│
」

　
　
　
　
　

① 「
京
極
氏
の
権
力
」（
仮
）

　
　
　
　
　

講
師…

北
村
圭
弘
氏  （
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
） 〈
要
予
約
〉

19
日（
月
）　

休
館
日

26
日（
月
）　

休
館
日

春季特別展  「信長と家康─裏切る者・裏切らざる者─」
4月29日（土）～6月4日（日）

特別陳列 〈望楼下ホール〉
6月6日（火）～7月20日（木）


